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羽幌町各会計決算特別委員会会議録 

 

〇議事日程（第１号） 

平成２６年９月１８日（木曜日） 午前１０時２０分開会 

 

第 １ 認定第 １号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について     

第 ２ 認定第 ２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

           について                          

第 ３ 認定第 ３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

           ついて                           

第 ４ 認定第 ４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ５ 認定第 ５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て                             

第 ６ 認定第 ６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ７ 認定第 ７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ８ 認定第 ８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 
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    ◎委員長挨拶 

〇磯野委員長 議事に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 さきの本会議において本委員会が設置され、委員長に私が、副委員長に橋本委員が指名

を受けたわけであります。力量不足の点ご容赦をいただき、ご協力をお願いする次第であ

ります。この決算特別委員会は、現行予算の執行や新年度予算の編成にもつながる大事な

審査となります。町の各会計予算も一般会計と特別会計とを合わせると８会計に及び、そ

の内容も多岐にわたっております。議会が決定した予算が適正に執行されたかどうか、行

政効果や経済効果はどうか、また今後の行財政運営にどう役立てて改善していくか、工夫

すべき点はないかなどの観点から評価をする極めて重要な意味を持っております。慎重な

審議はもちろんでありますが、理事者側及び各委員におかれましては簡潔な質疑、答弁な

ど、本委員会の円滑な進行にご協力を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たっての挨

拶といたします。 

 

    ◎開会の宣告 

〇磯野委員長 ただいまから各会計決算特別委員会を開会します。 

 本日の欠席並びに遅刻届け出はありません。 

 

（開会 午前１０時２１分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇磯野委員長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎認定第１号～認定第８号 

〇磯野委員長 本委員会に付託された認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出

決算認定について、認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について、認定第３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定第５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定第６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

認定第７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定

第８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、以上８件を一

括議題とします。 

 次に、審査の方法についてお諮りします。本委員会では、計数の照合審査など監査委員

の審査と重複することを避け、適正な執行状況並びに行財政効果等について綿密に審査を

すべきであり、監査委員の審査報告を信頼し、問題となる経理がない限り監査意見書に基

づいて審査を進めたいと思います。 
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 なお、審査に当たって証拠書類の検閲が必要になった場合、地方自治法第９８条の検査

権あるいは同法第１００条の調査権の特別委員会への委任についての議決がなければ、証

拠書類の提出を求めることができないという行政実例があります。したがって、本委員会

では、同法第９８条の検査権等の委任に基づく行使によらず、まず決算書に対する監査委

員の審査意見について報告を求め、その後財務課長からの決算認定資料等に対する説明、

次いで建設水道課長からの水道事業決算報告書の内容説明を受けた後、理事者側に対する

質疑を行う方法で審査を進めていきたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま申し上げましたとおり審査することに決定しました。 

 それでは、代表監査委員から決算審査意見書の説明を求めます。 

 代表監査委員、鈴木典生君。 

〇鈴木代表監査委員 ただいま議題となりました平成２５年度羽幌町一般会計及び特別会

計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査意見書の内容についてご説明を申し上げます。 

 審査の意見は、駒井監査委員と合議に基づくものでございます。 

 次のページをお開き願います。第１、審査の対象は、平成２５年度一般会計と６つの特

別会計、合わせて７会計でございます。第２、審査の期間でありますが、平成２６年８月

１日から同年８月２７日までの期間であります。第３、審査の方法及び範囲についてであ

りますが、平成２５年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等について、関係法令に準拠して調製されているか、

予算は適正に執行されているか、計数が証拠書類に符合しているか、財政運営は健全かな

どに主眼を置き、必要に応じて関係職員からの説明を聴取するなどの方法により審査を実

施したところでございます。なお、現金、預金残高並びに証書類等の確認につきましては、

定期監査及び例月出納検査の結果を踏まえて審査をいたしました。第４、審査の結果でご

ざいますが、審査に付された一般会計及び特別会計歳入歳出決算書及び附属書類等は関係

法令で定める様式に基づき作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数は

いずれも正確であり、財務に関する事務の執行についても適正に処理されたものと認めら

れました。 

 ２ページをお開き願います。一般会計及び特別会計の決算総括表であります。合計欄で

申し上げますと、予算現計は８７億９〃５６６万７〃０００円で、歳入決算額は８７億１〃

９７４万９〃６７８円、執行率は９９〄１％であります。これに対しまして、歳出決算額

は８５億６４６万８〃２８３円、執行率は９６〄７％で、歳入歳出差引額２億１〃３２８

万１〃３９５円となっております。一般会計では、剰余金２億１〃０９５万６４円のうち、

１億１〃０００万円を羽幌町財政調整基金に編入し、残りの１億９５万６４円は翌年度に

繰り越しております。また、特別会計の剰余金につきましては、いずれも翌年度へ繰り越

しております。 
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 ３ページをお開き願います。最初に、一般会計について申し上げます。１の概要であり

ますが、一般会計の決算収支状況は第１表のとおりであります。歳入総額６０億２〃３９

３万８〃０００円から歳出総額５８億１〃２９８万８〃０００円を差し引いた形式収支額

は２億１〃０９５万円の黒字であり、翌年度へ繰り越すべき財源がないことから、実質収

支額も２億１〃０９５万円の黒字決算となっております。また、当年度の実質収支額から

前年度の実質収支額を差し引いた単年度収支額は、１億６０６万４〃０００円の増となっ

ております。 

 ４ページをお開き願います。２の歳入についてであります。歳入の決算状況は、第２表

のとおりであり、調定額６０億８〃０６１万９〃０００円に対し、収入済額、６０億２〃

３９３万８〃０００円、収入率９９〄１％、執行率９９〄５％となっております。前年度

と比較すると、収入済額は９〃０２８万８〃０００円、１〄５％減少しておりますが、収

入率は同率、執行率は０〄８ポイント上昇しております。不納欠損額は１５２万６〃００

０円で、そのうち町税が１４０万４〃０００円で全体の９２％を占めております。その主

なものは、固定資産税１０９万２〃０００円、以下括弧の数字の説明は省略させていただ

きます。町民税、個人２３万６〃０００円であり、両税で町税不納欠損額の８７％と大半

を占めております。前年度と比較し、１８９万３〃０００円、５５〄４％減少しておりま

す。収入未済額は５〃５１５万５〃０００円で、前年度繰越事業費充当として措置された

道支出金を除く５〃２２６万６〃０００円と比較すると２８８万９〃０００円、５〄５％

増加しております。うち町税は４〃３３３万５〃０００円で、前年度と比較し、３７４万

８〃０００円、９〄５％増加しております。また、全体の７８〄６％を占めており、その

内訳は町民税、個人４７８万３〃０００円、固定資産税３〃３９５万４〃０００円、都市

計画税４５９万８〃０００円であります。税外収入は１〃１８２万円で、前年度の１〃２

６７万９〃０００円に比較し、８５万９〃０００円減少しております。その内訳は、使用

料及び手数料では公営住宅使用料１〃１３１万２〃０００円、財産収入では土地貸付収入

で５０万８〃０００円、諸収入では前年度電気使用料３万４〃０００円でありましたが、

２５年度はございません。当年度は、町税及び税外の収入済額は前年度を１〃３１５万９〃

０００円、１〄５ポイント上回っておりますが、その主とするものは地方税法の改正によ

り町たばこ税が９２０万７〃０００円増加となったことによるものであります。地域の経

済状況が厳しさを増す中で、自主財源である町税の収納環境もますます厳しくなることが

予想されますが、今後とも税負担の公平、適正と、さらには税収の確保に向けて最善の努

力を尽くされるよう望むものであります。ただいま申し上げました不納欠損額及び収入未

済額の内訳は、認定資料の２８、２９ページに記載されております。 

 次に、５ページをお開き願います。３、歳入決算構成であります。決算認定資料１２ペ

ージの記載内容に基づき、普通会計ベースで一般財源と特定財源及び自主財源と依存財源

に分類しますと、第３表及び第４表のとおりであります。第３表では、決算額に占める一

般財源は４５億７〃１８３万７〃０００円で、前年に比較し、町税が増となったものの、
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地方交付税等の減により３〃２１１万８〃０００円、０〄７％減少しております。また、

特定財源は１４億５〃２１０万１〃０００円で、寄附金等が増となったものの、国庫支出

金の減により５〃８１７万円、３〄９％減少しております。構成比率では、一般財源７５〄

９％、特定財源２４〄１％となっており、前年度に比較し、一般財源が０〄６ポイント上

昇しております。 

 次に、第４表でありますが、自主財源は１２億８〃９４８万円で、この主要部分を占め

る町税は７億１〃６０２万６〃０００円であり、前年度と比較すると１〃２０９万７〃０

００円、１〄７％増加しております。表中ほどの構成比率では、自主財源２１〄４％、依

存財源７８〄６％となっており、前年度に比較し、自主財源が０〄７ポイント上昇してお

ります。 

 ６ページをお開き願います。４の歳出でありますが、歳出の決算状況は第５表のとおり

であります。予算現額６０億５〃２８２万円に対し、支出済額は５８億１〃２９８万８〃

０００円で、不用額２億３〃９８３万２〃０００円となり、予算の執行率は９６〄０％と

なっております。前年度に比較して支出済額で１億６〃５２８万７〃０００円、２〄８％

減少し、予算執行率では０〄５ポイント低下しております。また、不用額は７〃８４８万

６〃０００円、４８〄６％増加し、予算現額に対する割合は１〄４ポイント上昇しており

ます。 

 次の第５表の下段の記載内容につきましては、７ページでご説明申し上げます。７ペー

ジをお開き願います。款別の歳出決算状況は第６表のとおりでありますが、構成比の高い

ものでは民生費、諸支出金、公債費、土木費となっており、これらで支出額の６３〄９％

を占めております。次に、表の一番右に対前年度増減内訳をあらわしておりますが、主な

款別の増減についてご説明をいたします。まず、総務費で１億５〃２０９万６〃０００円、

２８〄２％の減少であります。電算共同化事業負担金２〃５６５万１〃０００円、庁舎廃

棄物処理１〃９０８万１〃０００円などで増となりましたものの、財政調整基金積立金１

億９〃６７８万２〃０００円などの減によるものであります。次に、民生費では３億８〃

４０３万７〃０００円、４２〄２％の増となっておりますが、増となった主なものは地域

福祉基金積立金７〃０３１万円、就学前児童施設整備補助金２億５〃２１８万３〃０００

円であり、減となりましたものはデイサービス温水ボイラー取りかえ等工事請負費４４１

万円が主なものであります。次に、衛生費では４〃２０９万５〃０００円、８〄８％の減

となっておりますが、増となった主なものは助産師看護師修学基金積立金１〃５００万円

であり、減となりましたものはドクターヘリヘリポート整備工事請負費３〃４５２万４〃

０００円、健康センター屋上防水工事請負費１〃２１７万円が主なものであります。次に、

農林水産業費は３億６〃７２９万３〃０００円、４９〄０％の減でありますが、増加は主

として農業振興センター整備補助金１億１４０万円であり、減少は漁協新水産物荷さばき

施設事務所整備事業補助金２億９〃４１９万５〃０００円、米穀乾燥調製貯蔵施設整備補

助金１億９〃２００万円であります。土木費では２〃９４１万７〃０００円、４〄１％の
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増であります。除雪車ドーザー購入１〃３２６万２〃０００円、羽幌中央埠頭背後地整備

工事請負費１〃２６１万１〃０００円、道路新設改良事業工事請負費１〃９６８万８〃０

００円など増となりましたものの、除排雪業務委託料で３〃１６１万３〃０００円などの

減によるものであります。消防費では３〃５６８万５〃０００円、１３〄６％の増であり

ますが、北留萌消防組合負担金３〃４９５万５〃０００円の増で、羽幌消防署の化学消防

ポンプ自動車購入等によるものであります。教育費では６１８万５〃０００円、１〄６％

の減でありますが、公民館改修工事請負費１〃０２４万８〃０００円、スキー場圧雪車購

入２〃８８５万４〃０００円などで増加となりましたものの、総合体育館屋根改修工事請

負費４〃９２６万６〃０００円などが減少したことによるものであります。次の公債費で

は２〃６８９万３〃０００円、３〄３％の減でありますが、過疎対策事業債１〃３３９万

２〃０００円などで増となりましたが、公共事業債で７８１万円、臨時財政対策債７５５

万７〃０００円、一般単独事業債１〃５４８万９〃０００円などの減によるものでありま

す。 

 ８ページをお開き願います。５、歳出決算構成であります。決算認定資料の１３ページ

にあります款別性質別決算額調べなどに基づき、歳出決算額を性質別に区分すると第７表

のとおりであります。決算額に占める義務的経費は２２億５５６万９〃０００円で、前年

度に比較し、扶助費が増となったものの、人件費、公債費の減により４〃２０５万７〃０

００円、１〄９％減少しております。また、投資的経費は７億４〃１２９万円で、前年度

に比較し、災害復旧費が増となったものの、普通建設事業費の減により１億８〃６３３万

１〃０００円、２０〄１％減少しております。構成比率では、義務的経費３７〄９％、投

資的経費１２〄８％となっており、前年度に比較し、義務的経費が０〄３ポイント上昇し

ております。 

 ９ページをお開き願います。６の財政指標であります。普通会計における財政力の動向、

財政構造の弾力性を判断する主要財務比率の年度別推移は、次表のとおりであります。ア、

財政力指数は財政上の能力を示す指数で、指数が１に近いほど財政力が強いとされており、

本年度は０.１８０で、前年度より微減しております。次のイ、経常収支比率は財政構造

の弾力性を示す指標で、比率が高いほど財政の硬直化が進んでおり、通常７５％におさま

ることが妥当と考えられております。本年度は８２〄０％で、前年度より０〄９ポイント

上回っております。次のウ、経常一般財源比率は経常的に収支される税等の一般財源の額

と標準財政規模との対比で、１００を超え、その度合いが高いほど経常一般財源に余裕が

あるとされております。本年度は９５〄５％で、前年度より０〄５ポイント下回っており

ます。次のエ、人件費比率でありますが、本年度の経常収支における人件費比率は前年度

と同率の１７〄５％となっております。 

 １０ページをお開き願います。７、財産に関する調書であります。平成２５年度におけ

る財産の増減高及び現在高は次表に掲げるとおりでありますが、ごらんをいただくことに

より説明は省略させていただきます。 



 - 9 - 

 １２ページをお開き願います。特別会計について申し上げます。最初に、国民健康保険

事業特別会計についてであります。概要は、記載のとおりであります。歳入総額から歳出

総額を差し引いた額及び実質収支額とも２０１万７〃０００円の黒字決算となっておりま

す。 

 次に、下段の２、歳入では、自主財源である保険税の収入状況は次のページの第２表の

とおりでありますが、調定額２億４〃４７４万４〃０００円に対し、収入済額は２億２〃

６０９万５〃０００円、収入率９２〄４％、執行率１０１〄７％になっております。前年

度と比較しますと、収入済額は９８１万５〃０００円、４〄２％減少し、収入率において

は現年度分で０〄６ポイントの増加、滞納繰り越し分で２〄４ポイント減少し、総体では

１〄１ポイント上昇しております。また、執行率、不納欠損額、収入未済額については記

載のとおりでありますが、今後とも健全な事業運営に向け、収入率の向上に一層努められ

るよう要望いたすものであります。 

 次の１３ページ、３の歳出につきましては、ごらんいただくことにより説明は省略いた

します。 

 １４ページをお開き願います。下水道事業特別会計について申し上げます。概要は記載

のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも３万６〃

０００円の黒字決算となっております。以下、説明は省略させていただきます。 

 １５ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

は第２表のとおりであります。概要を申し上げますと、前年度に比較して歳入では４〃５

２３万１〃０００円、９〄５％、歳出では４〃５００万４〃０００円、９〄４％、いずれ

も減少しております。下段から３行目に記載の歳出の事業費で３〃６１１万６〃０００円

減少した主たるものは、管渠布設工事請負費の減によるものであります。水洗化の普及状

況は、接続可能区域内人口６〃３３６人に対し、既接続人口は３〃６８３人で、水洗化率

は前年度に比較して２〄２ポイント上昇し、５８〄１％となっております。 

 次に、１６ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計について申し上げます。決

算収支状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実

質収支額とも１９万５〃０００円の黒字決算となっております。下段から４行目に記載の

年間配水量等について申し上げますと、年間配水量は５万７〃１８３立方メートル、有収

水量は３万８〃７３２立方メートルで、有収率は前年度に比較して５〄８ポイント上昇し、

６７〄７％となっておりますが、今後とも施設の維持管理を徹底されるとともに、有収率

の向上に一層努力されますよう期待をいたすものでございます。 

 １７ページをお開き願います。２の歳入及び歳出であります。２表の説明を省略いたし

まして、２表の下段の水道使用料の地区別収納状況でありますが、天売、焼尻２地区の収

納状況は、調定額１〃８５０万３〃０００円に対し、収入済額１〃７６４万円で、収入率

９５〄３％となっております。前年度と比較すると収入済額は７０万４〃０００円、３〄

８％減少し、収入率で０〄７ポイント低下しております。 
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 １８ページをお開き願います。介護保険事業特別会計について申し上げます。決算収支

状況は第１表のとおりでありますが、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定を合わせた

歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも９〃０００円の黒字決算となっ

ております。 

 １９ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

の下段の（２）、介護サービス事業勘定の歳出の公債費が前年度に比較し５〃４７１万１〃

０００円増加しておりますが、特別養護老人ホーム改築によります起債の元金償還が主な

ものでございます。 

 ２０ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計について申し上げます。決算収

支状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収

支額とも７万３〃０００円の黒字決算となっております。以下、内容については省略させ

ていただきます。 

 ２２ページをお開き願います。港湾上屋事業特別会計について申し上げます。決算収支

状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額２〃０３４万６〃０００円から歳出総額２〃

０３４万６〃０００円を差し引いた額及び実質収支額ともゼロ円の決算となっております。

決算収支状況を前年度と比較すると、歳入では２億３〃７１７万２〃０００円、９２〄１

％、歳出では２億３〃１３１万９〃０００円、９１〄９％、それぞれ減少しております。

この主とするものは、羽幌港旅客上屋整備事業の完了によるものでございます。以下、内

容は省略させていただきます。 

 ２４ページをお開き願います。各基金の決算状況であります。各基金は設置目的に沿っ

て適正に処理されており、基金別決算状況は次表に掲げるとおりであります。２５年度、

羽幌町助産師看護師修学基金が新設され、年度末現在高の合計額は１６基金、３３億４４

７万２〃０００円であります。前年度に比較して１基金、１億６〃７６３万９〃０００円

増加しております。各基金額及び増減内訳は、記載のとおりであります。 

 ２５ページをお開き願います。不納欠損処分の事由別状況について申し上げます。一般

会計及び国民健康保険事業特別会計の不納欠損処分の事由別状況は次表に掲げるとおりで

あり、適法に処理されております。会計ごとの不納欠損額は、関係法令の定めるところに

より滞納処分の執行停止及び消滅時効などの成立により処理されたものでありますが、町

税では２９件、１９０万５〃３３１円、税外では１件、１２万１〃３７４円、合計３０件、

２０２万６〃７０５円となっております。決算認定資料の３１ページから３２ページに記

載されております。 

 ２６ページをお開き願います。繰越明許費事業調べであります。繰越明許費決算状況に

ついてでありますが、平成２４年開会の第６回定例会から平成２５年第３回定例会までの

３回の定例会において議決されたものでありますので、内容は省略させていただきます。 

 ２７ページをお開き願います。平成２５年度羽幌町定額基金運用状況審査意見書の内容

について説明申し上げます。１、審査の対象は、羽幌町奨学基金であります。２、審査の
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期日は、平成２６年８月２１日であります。３、審査の方法は、地方自治法第２４１条第

５項の規定により、審査に付された基金運用状況調書について各関係諸帳簿、証書類等の

確認を行ったものであります。４、審査の結果でありますが、基金運用状況調書は関係諸

帳簿、証書類と符合しており、適正に運用されていることが認められました。 

 ２８ページをお開き願います。基金運用状況調書であります。中ほどにあります本年度

運用状況では、貸付金返済金額は７人で１１３万２〃０００円、貸付金額は新規、継続合

わせて４人の９６万円となっております。本年度末現在高は預金で９７０万円、貸付金は

９名で５０２万円、計では前年度末現在高と同じく１〃４７２万円となっております。 

 以上で一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算並びに定額基金運用状況について決算審

査の内容とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

 引き続きまして、平成２５年度羽幌町水道事業会計決算審査意見の内容についてご説明

を申し上げます。 

 本審査の意見におきましても駒井監査委員との合議によるものであります。 

 次の１ページをお開き願います。審査の概要でございますが、審査の対象は次の（１）

から（７）まで記載のとおりであります。２、審査の期間は、平成２６年６月２日から６

月２４日までであります。３、審査の方法としまして、決算審査に当たっては、決算報告

書、財務諸表、事業報告書、附属書類等に基づき、計数の照合など事業が経済性を発揮し、

公共の福祉を増進するよう運営されているかに重点を置き審査するとともに、必要に応じ

て関係職員から説明を受けて審査の参考といたしました。 

 第２、審査の結果でございますが、１、決算諸表について、審査に付された決算諸表は

関係法令に準拠して作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数は正確で

あり、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認められました。 

 ２ページをお開き願います。２、経営状況について、（１）、経営成績でありますが、

当年度は税抜き決算で総収益２億２〃８５８万５〃０００円に対し、総費用は１億９〃４

９９万８〃０００円となっており、差し引き３〃３５８万７〃０００円が当年度純利益で、

前年度と比較すると６８万５〃０００円、２〄１％増加しております。総収益は、前年度

に比較すると５９６万８〃０００円、２〄５％減少しておりますが、これは主として給水

収益５０２万１〃０００円、２〄２％の減少によるものであります。また、総費用も前年

度に比較すると６６５万３〃０００円、３〄３％減少しておりますが、これは主として修

繕費で７１３万８〃０００円、１３４〄２％、委託料で３０７万８〃０００円、１０〄１

％増加となったものの、工事請負費１〃１７１万４〃０００円、３０〄４％、企業債利息

１〃００６万１〃０００円、３４〄７％の減少によるものであります。なお、事業の経営

内容を把握するため、全国平均値（以下「平均値」という。）と比較すると次のとおりで

あります。アの財務比率でありますが、事業の財政状況の短期流動性、長期健全性の良否

をあらわす財務比率を算出すると次表のとおりであります。（ア）、流動比率は平均値を

上回っており、短期債務に対する支払い能力は良好であると見ることができます。（イ）、



 - 12 - 

自己資本構成比率は平均値より低いですが、施設建設費に要した企業債を調達しているこ

とによるものと考えられます。（ウ）、固定資産対長期資本比率では、１００％以下で、

かつ低いことが望ましく、８０％台を維持しており、良好に推移しているものと思われま

す。 

 ３ページをお開き願います。イの収益比率でありますが、収益性を示す数値で、比率が

高いほどその収益性が高いことをあらわしており、営業収支比率は１２９〄３％と平均値

を上回っているものの、前年度に比較すると営業収益の伸び率が営業費用の伸び率を下回

ったことから、６〄０ポイント減少しております。 

 ウの施設利用率であります。施設の利用状況の良否を総合的に表示する施設利用率は、

最大稼働率及び負荷率の良化により平均値を上回っております。このことは、水道施設が

効率的に運営されているものと言えるものであります。 

 ４ページをお開き願います。エの労働生産性では、職員１人当たりの労働生産性を最も

端的にあらわしているものでありますが、全て平均値を上回っております。 

 次に、オの料金に関する比較ですが、有収水量１立方メートル当たりの供給単価は３２

５円４０銭、給水原価は２８５円８０銭となっており、差し引き３９円６０銭の供給益を

生じております。回収率は１１３〄９％と平均値を上回っており、前年度に比較すると供

給単価の伸び率が給水原価の伸び率を上回ったことから、１〄３ポイント増加しておりま

す。 

 ５ページをお開き願います。（２）の結びでございますが、将来に向け安定した給水確

保のため、水道施設の延命化や計画的な補修等の事業を進めることから、量水器取りかえ

工事及び老朽化した配水管布設替工事など主要施設の整備が進められてきました。また、

財政の健全化に対応すべく鋭意努力されておりますが、人口の減少や各種産業活動の低迷

などにより事業運営の柱となる水需要の大幅な増加は将来的にも見込めないことが予想さ

れますことから、今後とも効率的な事業運営と経費の縮減等を図り、安全で安心できる良

質な水道水の供給に取り組まれるよう望むものであります。なお、給水未収金は、前年度

と比較し、１７万円、２〄６％減少しております。計画的な対策により給水収益の確保に

努力していることが見受けられますが、一層の工夫をされ、未収金の解消に努められるよ

う要望いたします。 

 次の（３）、決算審査資料の第１表は、業務実績を前年度と比較し、あらわしたもので

あります。ごらんをいただきまして、説明は省略をいたします。 

 ６ページをお開き願います。第２表、決算額比較表であります。収益的収支であります

が、２５年度消費税差し引き後の決算額の下段にあります収支差引額のとおり、純利益は

３〃３５８万７〃４１２円となっております。次に、資本的収支では、収入がなく、支出

は建設改良費、企業債償還金であります。下段の収支差引額６〃２８３万６〃７７２円の

不足額は、損益勘定留保資金等から補填をしております。 

 ７ページをお開き願います。第３表、比較損益計算書であります。当年度中に得ました
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収益と費用をあらわしたものでありますが、第２表で申し上げましたとおり、２５年度の

純利益は下段に記載の３〃３５８万７〃４１２円となっております。 

 ８ページをお開き願います。第４表は、財産、財政状況を総括的にあらわした比較貸借

対照表であります。左側の資産の部の下段の合計欄は２５億７〃５２６万４４９円で、内

訳は固定資産２２億７〃２８０万１〃１７８円、流動資産３億２４５万９〃２７１円であ

ります。前年度に比較し、７５８万８〃２２７円、０〄３％の減少となっておりますが、

主として有形固定資産３〃２６９万７〃２６８円、１〄４％の減及び現金預金２〃５４０

万５〃６２６円、９〄５％の増によるものであります。次に、右側の負債、資本の部の内

訳は、３の流動負債では１〃０７２万３９９円で、前年度に比較し、１４８万７〃２４２

円、１２〄２％減となっておりますが、未払い金及びその他流動負債の下水道使用料が主

なものであります。４の資本金及び５の剰余金の計、資産金総額では２５億６〃４５４万

５０円で、内訳は資本金１５億５〃１１１万３〃９５７円、剰余金１０億１〃３４２万６〃

０９３円であります。前年度に比較し、６１０万９８５円、０〄２％の減少となっており

ますが、これは借入資本金の減によるものであります。 

 以上で水道事業会計審査意見の内容説明とさせていただきます。よろしくお願い申し上

げます。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時１０分 

再開 午前１１時１９分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、財務課長から決算認定資料等の内容説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇三浦財務課長 では、私から決算書に基づきまして説明をさせていただきます。 

 決算書の５分の４ページほどをめくっていただきますと黄色い表紙が出てきます。黄色

い表紙で平成２５年度羽幌町各会計決算認定資料となっております。この資料に基づき説

明をいたします。１枚めくると目次でございます。これもめくっていただきまして、１ペ

ージをごらん願います。第１表、平成２５年度各会計別決算総括表でございます。これに

つきましては、一般会計は町長からの説明がありました。また、特別会計につきましては

後で説明をさせていただきます。 

 ２ページをお開き願います。第２表、決算の状況に関する調べ、一般会計でございます。

平成２４年度と２５年度の比較でありますが、歳入総額、Ａ欄の右側、増減では９〃０２

８万８〃０００円の減、歳出総額、Ｂ欄の増減では１億６〃５２８万７〃０００円の減と

なっており、いずれも減少しております。平成２５年度欄でＣ欄、歳入歳出差引額は２億

１〃０９５万円となります。翌年度に繰り越すべき財源及び財政再建債等未償還元金はあ
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りませんので、Ｊ欄とＯ欄も同額となります。このように２億１〃０９５万円の黒字決算

となっておりますが、前年度からの黒字分も含んでおりますので、それを除いたＰ欄、単

年度収支は１億６０６万４〃０００円の黒字となるものでございます。また、２５年度中

の黒字要素である財政調整基金など各基金への積立金、Ｑ欄は５〃３７９万３〃０００円

となっておりますので、これを加えた一番下の数字、Ｔ欄、実質単年度収支は１億５〃９

８５万７〃０００円の黒字となるものであります。 

 次に、３ページから１１ページまでは第３表として一般会計や特別会計の款別決算額比

較表でございますが、各会計別に増減の主なものをご説明いたします。 

 まず、３ページ、一般会計、歳入では、１４款国庫支出金で前年度対比１億４〃１３６

万７〃２００円、３５〄６％の減は、北るもい漁業協同組合荷さばき施設及び事務所整備

事業完了による補助金減が主なものでございます。 

 １７款寄附金で前年度対比７〃２４１万２〃４６４円、２〃１９３〄８％の増は、母子

友の会からの寄附金が主なものでございます。 

 １８款繰入金で前年度対比５〃３９６万９〃５４２円、７２〄３％の減は、サンセット

プラザボイラー更新や離島航路欠損補助金の減に伴う各基金からの繰入金の減が主なもの

でございます。 

 次に、４ページ、一般会計の歳出でございますが、監査委員から審査意見がございまし

たので、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、５ページ、国民健康保険事業特別会計でございます。歳入及び歳出合計で前年度

対比約２〃８００万円増となっておりますのは、一般被保険者医療費が心臓などの循環器

系の疾患増加により増額となったことから、歳出、２款保険給付費が増となり、一般会計

負担分としての歳入、８款繰入金も増額となっているものでございます。 

 次に、６ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計でございます。歳入及び歳

出合計で前年度対比約４３０万円の減少は、歳入で１款後期高齢者医療保険料が被保険者

の所得減により減少となったことから、歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付金も減少

となったものでございます。 

 次に、７ページ、介護保険事業特別会計の保険事業勘定であります。歳入及び歳出合計

で前年対比約１〃４００万円の増は、介護給付対象者の増及び施設利用者や在宅サービス

利用者の増により歳出、２款保険給付費が増加していることから、制度による負担分とし

ての歳入、３款国庫支出金２５％分、４款道支出金１２〄５％分、７款繰入金の町負担分

１２〄５％、４０歳から６５歳未満の保険料である５款支払基金交付金２９％分がそれぞ

れ増加しております。また、道支出金につきましては、平成２４年度に３カ年分の財政安

定化基金を受け入れていることから、平成２５年度は減少しております。なお、繰入金以

外のそれぞれの負担分については概算であり、翌年度精算されることとなります。 

 次に、８ページをお開き願います。介護サービス事業勘定でありますが、歳入及び歳出

合計で前年対比約４〃８００万円の増は、特別養護老人ホーム改築に伴う歳出、３款公債
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費の増とこれに伴う歳入、２款繰入金増によるものでございます。 

 次に、９ページ、下水道事業特別会計であります。歳入及び歳出合計で前年対比約４〃

５００万円の減は、下水道事業費減に伴う国庫支出金や一般会計からの繰入金の減と町債

の減によるものでございます。 

 次に、１０ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計であります。歳入合計、前

年度対比で約４１０万円の減及び歳出合計、前年度対比で約３７０万円の減は、公債費の

減に伴う一般会計からの繰入金の減でございます。 

 次に、１１ページ、港湾上屋事業特別会計であります。歳入及び歳出合計で前年対比約

２億３〃０００万円の減は、羽幌港旅客上屋整備事業完了による港湾施設費及び町債の減

でございます。 

 次に、１２ページをお開き願います。第４表、経常収支等の状況に関する調べでありま

す。まず、収入では、収入決算額のうち臨時的な収入なのか、経常的な収入なのか、そし

てその収入の使い道が特定されているものなのか、何にでも使える一般財源なのか、また

支出のほうでは性質別区分の決算額、Ａ欄のうち経常的な支出経費、Ｃ欄の額に対して一

般財源がどれだけ充当されているかをあらわしており、このような区分の結果をもとに経

常収支比率を求めているものであります。各数値についてはごらんになっていただき、説

明は省略をさせていただきます。 

 次に、１３ページの第５表でありますが、普通会計の決算額を款ごとに性質別にあらわ

したものでございます。説明は省略をさせていただきます。 

 次に、１４ページをお開き願います。第６表、事業効果表の一般会計総括表でございま

す。この内訳として、次の１５ページから２５ページまで、重立った投資的事業につきま

して会計別、款別に区分して事業ごとに決算額、事業内容などを載せております。ごらん

をいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、２６ページの第７表をお開き願います。歳入歳出の決算状況を目的別にグラフに

あらわしたものであります。左側の歳入の円グラフですが、歳入の約半分を交付税が占め

ている状況にあります。また、右側の歳出総額で３款民生費が約２割を占め、以下、諸支

出金、公債費となっております。 

 次に、２７ページでございます。第８表、町税の収入額をそれぞれ税別にグラフにあら

わしたもので、町民税が約４割、固定資産税が約３割を占め、次に町たばこ税となってお

ります。前年度より増となっておりますのは、たばこ税の税率改正によるものでございま

す。 

 次に、２８ページから３２ページまでの第９表、各会計（税々税外）収入状況調べにつ

きましては、監査委員から審査意見がございましたので、説明は省略をさせていただきま

す。 

 次に、３３ページをお開き願います。第１０表、給与費決算調書であります。一般会計

と特別会計の特別職、一般職に係る職員数と給与費、共済費及び報酬の決算状況をあらわ
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しております。下の欄で前年度と比較しております。差し引きの一番右側、合計欄では、

マイナス２〃６５８万６〃０００円、率にして２〄２％の減となっております。 

 次に、３４ページ、第１１表をお開き願います。債務負担行為の調べでありますが、一

般会計におきまして２５年度以前に議会で議決をいただき、後年度で支出する内容を記載

してあります。事項別の内容は省略をさせていただきますが、表（１）の一番右下の欄に

ありますように、２６年度以降に一般財源で支出を予定されている額は７〃４９１万９〃

０００円であり、前年度より１〃７３０万６〃０００円減少しております。 

 次に、３５ページでございます。第１２表、地方債施設別現在高調べでございます。会

計別に２５年度末の未償還元金の額を記載してあります。まず、一般会計でありますが、

ほとんどの項目で減少しており、一般会計の総額では前年度より２億４９２万３〃０００

円の減少となっており、２５年度末残高は６０億６〃９１６万３〃０００円となっており

ます。また、特別会計を含めた合計では４億８〃０２１万円の減となっており、２５年度

末残高は９８億８〃４２７万４〃０００円となるものでございます。 

 右の第１３表のグラフは、一般会計の２５年度までの起債の借入額の状況とその分に係

る元金の償還予定額の状況を平成２８年度までグラフにあらわしたものであります。 

 次に、３６ページ、第１４表をお開き願います。一般会計の決算額を款別、節別に集計

したものでございますが、ごらんをいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、３７ページでございます。第１５表、基金運用状況調べでありますが、定額の資

金を運用する奨学基金の状況を載せてあります。ごらんをいただきまして、説明は省略を

させていただきます。 

 次に、３８ページ、第１６表をお開き願います。平成２４年度からの繰越明許費決算状

況でございます。ごらんをいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 以上で平成２５年度決算資料の説明を終わらせていただきますが、よろしくご審議の上、

ご承認いただきますようお願い申し上げます。 

〇磯野委員長 次に、建設水道課長から水道事業決算報告書の内容説明を求めます。 

 建設水道課長、安宅正夫君。 

〇安宅建設水道課長 それでは、平成２５年度の水道事業決算報告につきましてご説明を

申し上げます。 

 まず初めに、以前からご説明をしており、平成２６年４月１日より地方公営企業の会計

基準が改正されましたが、今回の平成２５年度決算につきましては旧会計基準により作成

されておりますことをあらかじめご了承をお願いいたします。 

 それでは、決算書の１ページをごらんください。この決算報告書は、平成２５年度の予

算額に対してその執行の実績がどうであったかを示す計算書であります。なお、記載の金

額は消費税を含む税込みの金額で記載しております。（１）、収益的収入及び支出でござ

いますが、収入では第１款水道事業収益２億４〃１００万円の予算額に対しまして、決算

額２億３〃９６８万８〃９９９円であります。支出は、第１款水道事業費用２億２〃５０
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０万円の当初予算から２９万６〃０００円を減額補正した２億２〃４７０万４〃０００円

に対しまして、決算額２億５１７万５〃６５８円で、不用額は１〃９５２万８〃３４２円

となっており、これは営業費用の薬品や修繕費などの減が主な要因でございます。 

 次に、２ページをお願いいたします。（２）、資本的収入及び支出でございますが、こ

れは投資的事業に係る費用と過去の設備投資に係る企業債の元金償還を含んだ収支でござ

います。今年度に関しましては、収入はございません。支出は、第１款資本的支出６〃５

１１万３〃０００円に対しまして、決算額６〃３４６万３〃７７２円となり、収入がない

ことから、この全額を損益勘定留保資金などにより補填したところでございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。これからは公営企業会計方式による決算の区分に

従って作成された財務諸表となります。まず、損益計算書ですが、これは税抜きにより全

ての収益と費用を記載し、利益を明らかにしたもので、さきに１ページでご説明いたしま

した収益的収支の税抜き額及び１２ページの事業収入、事業費用の内容と記載が一致して

ございます。収益から費用を差し引いた３〃３５８万７〃４１２円が２５年度の純利益と

なっております。 

 次に、４ページをお願いいたします。剰余金計算書及び剰余金処分計算書でございます。

まず、上段の利益剰余金計算書でございますが、資本につきましては企業債元金償還によ

り５〃０２９万６〃７７２円が減額されております。剰余金のうち、資本剰余金につきま

しては、当期において一般会計整備分の資産の受贈を受けた結果、１〃０６０万８〃３７

５円を増額し、７億６〃６７１万６〃８８５円が翌年度繰り越し資本剰余金となります。

次に、利益剰余金でございますが、減債積立金については平成２４年度の処分額３〃２９

０万２〃６３０円を加えた結果５〃１５４万４〃９９６円となっております。未処分利益

剰余金については、減債積立金への振りかえ後、当年度純利益３〃３５８万７〃４１２円

を加えた１億９〃５１６万４〃２１２円が当年度の未処分利益剰余金となっております。 

 次に、下段の剰余金処分計算書でありますが、当年度の純利益３〃３５８万７〃４１２

円の全額について減債積立金へ積み立てるものであります。その結果、昨年度と同額の１

億６〃１５７万６〃８００円が翌年度繰り越し利益剰余金となるものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。５ページと次の６ページは貸借対照表でございま

す。資産状況を５ページに、負債、資本状況を６ページに示し、企業の財政状況を明らか

にするものであります。５ページの資産の部は、固定資産合計額２２億７〃２８０万１〃

１７８円と流動資産合計３億２４５万９〃２７１円を加えた２５億７〃５２６万４４９円

が資産の合計となっております。 

 次、６ページですが、負債の部の未払い金、その他流動負債額合計の１〃０７２万３９

９円と資本の部の資本金合計である１５億５〃１１１万３〃９５７円と資本剰余金合計の

７億６〃６７１万６〃８８５円と利益剰余金合計の２億４〃６７０万９〃２０８円をそれ

ぞれ加えました２５億７〃５２６万４４９円が負債、資本の合計となっております。これ

は、５ページの資産合計額と一致するものでございます。 
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 次に、７ページをお願いします。７ページから１５ページまでは事業報告書でございま

す。最初に、７ページの概要ですが、給水状況では、給水戸数と給水人口は前年度と比較

して戸数で２８件の減、給水人口では１１３人の減少となり、あわせて有収水量も減少と

なりました。２５年度に実施しました主な工事は、量水器取りかえ、浄水場下水道接続工

事などで総額５〃２９７万７〃７５０円となり、工事概要は９ページから１０ページに記

載しております。７ページ中段以降は、財政状況について述べてございます。 

 次に、８ページをお願いいたします。８ページは、議会議決事項、職員の配置数を掲載

しております。ごらんいただきまして、説明は省略させていただきます。 

 次に、９ページをお願いいたします。９ページ、１０ページは、先ほど述べました工事

契約の概要でございます。 

 引き続き、次の１１ページの業務量、１２ページの事業収入、支出については、先ほど

述べました給水人口や収益、費用など、それぞれ前年度との比較をあらわしたものでござ

います。ごらんをいただきまして、説明は省略させていただきます。 

 次に、１３ページをお願いいたします。１３ページは経営分析の結果でありますが、監

査委員から全国平均の比率などを含めた報告がございましたので、省略をさせていただき

ます。 

 次に、１４ページをお願いいたします。１４ページは企業債の概況でございますが、政

府資金、公庫資金合わせて前年度末残高１１億２〃８８１万８〃４９９円から当年度の償

還額５〃０２９万６〃７７２円を差し引いた１０億７〃８５２万１〃７２７円が当年度末

の未償還残高となるものであります。 

 次に、１５ページをお願いいたします。１５ページは、営業未収金調書でございます。

企業会計においては出納整理期間がございませんが、現年度につきましてはおおむね９８

％前後の収納率で推移しております。なお、不納欠損額につきましては、羽幌町私債権に

関する条例に基づき権利放棄をした債権でございます。 

 次に、１６ページをお願いいたします。次の１６ページから１９ページは収益、費用の

明細書、２０ページは資本的収支の明細書、２１ページは固定資産の明細書、２２ページ

は企業債の明細書を掲載しております。それぞれ各明細書につきましては、これまでの説

明と重複しますので、ごらんをいただきまして、省略をさせていただきます。 

 以上で平成２５年度水道事業会計報告書の説明とさせていただきます。よろしくご審議

の上、ご了承賜りますようお願い申し上げます。 

〇磯野委員長 昼食のため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時４３分 

再開 午後 １時００分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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 これより理事者側に対する質疑を行いますが、質疑は決算書に記載された事業内容等に

とどめられるようご協力をお願いいたします。 

 認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について、これから質疑を

行います。ありませんか。 

 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 それでは、事業内容でちょっと確認のために幾つか質問したいと思います。 

 今年度の人づくり事業補助についてなのですけれども、今年度ではないですね、２５年

度、何件申請があって、どのぐらいの規模で補助をしたか、件数と金額のほうを教えてい

ただきたいのですが。 

〇磯野委員長 井上総務課長。 

〇井上総務課長 お答えいたします。 

 ２５年度は７件、金額に直しまして１２３万２〃０００円ほど基金から補助をしており

ます。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 続いて、ふるさと納税の件なのですけれども、私も一般質問とか予算のとき

に何度かふるさと納税について確認しました。２５年度の実績、どのぐらい寄附、ふるさ

と納税の件数があって、どのぐらいの金額が収入として入ってきて、どれぐらいどの分野

でどのように使われたかというのを教えていただきたいのですが。 

〇磯野委員長 井上総務課長。 

〇井上総務課長 お答えいたします。 

 ２５年度は、寄附金が１７件ございまして、３４８万４〃０００円が寄附金で入ってお

ります。それで、その寄附をどういうふうに使ったかということなのですが、まず４つほ

どございます。１つ目が焼尻自然公園の整備事業ということで、木製ベンチの購入費の一

部にこの財源を充てております。それと、児童遊園地の整備事業ということで、公園の滑

り台の設置費に充てております。３つ目が新生児羊毛布団プレゼント事業ということで、

布団作成費の一部ということでこれも充てております。最後、４つ目が公民館改修事業と

いうことで、書の北溟記念室の備品購入費の一部ということで、それぞれ財源を充てさせ

ていただきまして、充てた財源につきましては１５１万７〃０９５円となっております。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 今回２５年度は３４８万４〃０００円の収入というか、寄附があったと思い

ます。何度か提案するときに、ほかの自治体ではいろいろな物産品を提供することによっ

てそういう寄附の金額がふえたりとか、そういうことで羽幌町でも考えてはいかがですか

ということは何度かお伝えしました。その際の答弁では、あくまでも寄附ということで、

それを大事にしているので、そういう物産に関しては対応しないというか、計画はないと

いうことなのですけれども、この寄附行為に関しては羽幌町民がほかの自治体に寄附、納

税という税金ではないのですけれども、寄附することによって羽幌に納めるべき町税が免
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除というか、されるような認識なのです。物品に関しても羽幌町をＰＲするという意味で

は今さまざまな加工品ですとか農産品、あと水産加工品、さまざまなものが羽幌町によい

ものがたくさんあるので、それＰＲするという意味でも今後考えていってはいかがかなと

いうふうに思っていますけれども、その辺は現状で何か考えていることがあればお聞かせ

いただきたいのですが。 

〇磯野委員長 井上総務課長。 

〇井上総務課長 お答えいたします。 

 確かに委員今言われたとおり、質問の中でもございましたので、その後我々も内部でち

ょっと検討しております。それで、前回私お話ししたかどうかわかりませんが、実は昨年

総務省のほうから、今は皆さんご存じのとおり、このふるさと納税に関して特典目当てと

言ったらおかしいのですが、それぞれの特産品を目当てに寄附をされるというのが過剰に

なり過ぎるということで、その辺の文書も１本入っていたものですから、当初のふるさと

納税の趣旨からいきますと、前回もお答えしたかもしれませんが、まず羽幌町に対する寄

附という物の考え方からいくと特典ありきではないなというものはずっと持っておりまし

た。ただ、ご質問の趣旨もございましたし、昨今この状況を見ますと非常に特典を含めて

そういった意味でいろいろな部分でふえている自治体も多いということも、このまま我々

は見過ごしていいのだろうかということも考えておりました。それで、今まだちょっと理

事者等にはお話はしておりませんが、内部で羽幌についてもそのような形で何かできるも

のないかと、やっぱり特産品、羽幌にもいろいろあると思います。農産品、海のもの、海

産品含めて、そういったものを利用して、ただ物を上げるというものではなくて、例えば

一つの例として、その特典が羽幌に結びつく、例えば羽幌に来ていただくような仕組みが

とれないだろうかとか、逆に波及効果を考えてやってみたらどうかということで、ちょっ

と今内部で検討もしております。２７年度の予算に反映できるかどうかは明言できないの

ですが、前向きな考え方で今ふるさと納税の部分については検討しておりますので、もう

しばらくお待ちいただきたいと思います。 

〇磯野委員長 ５番、船本委員。 

〇船本委員 それでは、私のほうから基金についてご質問をいたします。 

 先ほど代表監査委員からも説明がありました。１６基金で３３億というように聞いてお

りますけれども、備荒資金は幾らありますでしょうか。 

〇磯野委員長 三浦財務課長。 

〇三浦財務課長  基金につきましては、財産に関する調書の１５６ページに記載している

とおり、３３億６〃３００万円、それからこれ以外に備荒資金ということで災害関連に備

えるということで４億１〃８００万円、２５年度末ということで保有しております。 

〇磯野委員長 ５番、船本委員。 

〇船本委員 備荒資金を入れて３７億か８億だろうと思います。ただ、町の中で一部話が

飛んでいるのは、羽幌町は今４０億の貯金があると、だから羽幌町はまだまだ楽なのだよ
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というお話を聞かせていただきました。私は、前々から羽幌町はそんなに財政はよくない

よということは、大型事業が今年から大々的に始まったわけでありますから、これから大

型事業、さらに交付税も減額されていると。この交付税についても、今財調が１２億７〃

０００万、出納整理で１３億ですか、１３億でも２０年か２１年から３年間くらいに政党

がかわったときにばらまきということで７億５〃０００万くらい入ってきているはずです。

それで今この金があるわけでありますけれども、そのときにも新聞でばらまきという評判

が出されて、こんなばらまきおかしいということで出されましたけれども、もらっている

町村は非常に助かったと私は思っています。この１６基金の中でも、備荒資金はこれはち

ょっと、昔の言葉で言えば隠し財源という形でこれは特殊な金ですから、余り表面には出

していないはずです。そうしますと、まず３３億、この金額だってそれぞれの条例をつく

って基金１６会計にしているわけでありますから、実際に使えるのは財調の１３億だと私

は思っています。減債は減債なりにこれは目的があるわけでありますから、財調だけとな

れば１３億で年間１億、１億５〃０００万、公債が減ってきて財調を崩すとなれば、そし

てまた大型事業をやっていくとなれば、私はそんなにそんなにもたないと思うし、逆に大

変な時代になってくると、羽幌町の財政はそういう状況になってくると私は考えています。

決して楽な、羽幌町の貯金が４０億もあると、こんなことは言えないと思います。これは

一般の町の人たちが言っていると私は理解しています。まさか職員のほうからだとか議員

の人が言っているという解釈はしておりませんけれども、今後新年度予算の執行方針が出

されるわけですけれども、そこら辺をよく職員の方々にも理解をしていただいて、事業も

過疎債があれば交付税補填がこれだけあるのだから、この事業も何でもできるのだと、こ

れは私は大きな間違いだと思います。ほかの町村の執行方針もこれまで読んでいますけれ

ども、最低限の事業を出せという執行方針を出しております。ですから、今後羽幌町も新

年度の執行方針も職員に十分そこら辺理解していただきながら予算を組み立てていただき

たいなと思いますが、財務課長としてどのようにお考えになっているのかお聞きしたいと

思います。 

〇磯野委員長 三浦財務課長。 

〇三浦財務課長  船本委員のおっしゃるとおりだと思います。基金３３億ちょっとありま

すけれども、今お話あったとおりそれぞれ目的のあった中で動いております。羽幌小学校

についても４億、そして若干使った中で３億ちょっとありますけれども、これも小学校と

いう大型事業の中で使うという目的の中でためたお金でありますし、今後使っていくとい

うことになります。それぞれ目的はある中で積み立てをして、これから使っていくという

中では、今おっしゃったように財政調整基金が自由に使えるというような状況であります

けれども、それに伴っても１３億程度ということでありまして、決して楽な状況ではない

ということで、おっしゃるとおりだと思います。これを踏まえて、今後次年度以降の財政、

１０年、２０年、３０年、羽幌町が耐えられるような状況をつくっていかなければならな

いと考えています。また、交付税についても５年ごとの見直しということで、西暦２０１



 - 22 - 

５年、５で割り切れる年が国勢調査の年であります。人口が基本となっておりますので、

当然その辺のことは減っていくのだろうなということが予想つきますので、それらを含め

た中できっちりとした財政運営をしていくべきだと考えております。 

〇磯野委員長 ２番、金木委員。 

〇金木委員 後ろのほうの事業効果表のほうを見ながらお聞きをしたいと思いますが、２

１ページの一番下の１０款教育費の中で中央公民館の談話室を展示室に改修した。中野北

溟氏の作品の展示室にかかわってですが、補助もいただいて１〃０００万の予算を使って

改修、展示室を設置したという事業でありますけれども、これはたしか年度途中の補正で

始めた事業だったかなというふうに思いますが、オープンしてから、いつオープンだった

か、ちょっと私も記憶定かではありませんが、ほぼ１年ぐらいはたっているかどうか、違

ったら申しわけないですが、確かに羽幌町出身の有名、著名な書家の方で、非常にいい機

会ができたなと、そういう展示室ができたなというふうに私も思っておりましたけれども、

オープン当初は私も何度かは足を運んで見ていました。最近しょっちゅう公民館に行って

いるわけではないのですが、行くたびにちらちらと見ていても、なかなかその後展示室ま

で訪れている人は余り見かけないような、私の見た感じではそうなのですが、公民館の使

用者数とかの中でこの展示室に訪れた人の人数とかもチェックされているのかどうか、そ

の点をちょっとお聞きしたいと思います。 

〇磯野委員長 杉沢社会教育課長。 

〇杉沢社会教育課長 お答えいたします。 

 書の北溟記念室の利用人数につきましては、公民館の利用人数には数えておりません。

芳名帳ですか、設置して一応お名前、住所を書いていただくようにはしてあります。２０

０人ぐらいの書く量になるのですけれども、それが今まで２冊あります。オープンは前年

の１０月の２６日ということでございます。 

 以上です。 

〇磯野委員長 ２番、金木委員。 

〇金木委員 それで、今年度の予算の中でも特に備品の製作委託料というものはあったの

ですが、せっかくこういうものをこうした予算を使ってつくったものですから、つくって

終わりということではなくて、こういったものが羽幌にできたのですよと、それで毎日と

は言いませんけれども、日常的にふだんからぜひ足を運んでいただけるような、関心を持

っていただけるような企画、あるいは子供たちに、今小学校で書道の時間どのぐらいある

のか私も把握はしておりませんが、せっかく羽幌出身でこういった方の展示室があるとい

うことを、それを一つのきっかけとして子供たちにも書というものに興味を持っていただ

いて、あるいは年に１回、２回、夏休み、冬休みぐらいで子供たちを集めて書道の教室を

開くとか、そういった企画や仕掛けぐらい何かあってもいいのかなと、せっかくこういう

ものをつくったというきっかけでそんなふうに思っております。町内には書道のサークル

があるというのも知っていますが、サークルの会員内での活動にとどまらず、一般にも開
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放して、特に子供たちにも興味を持ってもらえるような企画や仕掛けなどを考えてはいか

がかなと思いますが、その点いかがでしょうか。 

〇磯野委員長 杉沢社会教育課長。 

〇杉沢社会教育課長 お答えいたします。 

 今年度も委託料に予算つけさせていただきまして、寄贈される書を今選んでいる最中と

いいますか、そういうことが１点ございます。それと、今まで３３点寄贈されまして、そ

の部分は大方展示してしまったものですから、今回今月の初めから、町の中のいろんな著

名な方といいますか、書、それから写真、絵等をやられている方々の展示も行っておりま

す。今後ですけれども、小中学生を対象に北溟記念室の開設記念書道展というのを考えて

おりまして、今年中、１２月中ぐらいまでに作品を募集して、記念室のほうで展示したい

というふうにいろいろ準備しながらやっているところでございます。 

 以上です。 

〇磯野委員長 ４番、寺沢委員。 

〇寺沢委員 私から、事業効果表にあります２０ページの国直轄港湾整備事業についてお

尋ねしたいというふうに思います。 

 前年度、事業費１億７〃２００万をかけまして防波堤等、静穏度対策かと思われますけ

れども、事業をやられております。これは、近年は１億５〃０００万ペース程度でずっと

中央埠頭を中心として整備をされてきたというふうに理解しているわけですけれども、昨

年から中央埠頭が供用開始ということでフェリー、高速船が着きました。移動しましたよ

ね。この静穏度対策でこれまでやられてきたさまざまな港湾事業の一つの集大成であった

はずなのですけれども、北風等が吹けば高速船もなかなかきちっと係留できない。フェリ

ーに関しては、冬期間天売までしけを避けて避難してきたことがございます。あるいは、

古い埠頭のほうに移転をしてしけを避けるという、そういう状況も見られております。こ

の事業効果という点から見て、これまで多額のお金を投入して整備されてきた港湾、これ

は一体どうしたものかなという印象を私は正直なところ現状を見て思いましたけれども、

その点の評価と現状どのような対応をされているか、進捗状況をご答弁いただければとい

うふうに思います。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時２１分 

再開 午後 １時２２分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 三上建設水道課主幹。 

〇三上建設水道課主幹 寺沢委員の質問にお答えいたします。 

 確かに昨年の冬期から天売に１回、あと４０日近く旧岸壁のほうに避難するということ
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で、事業効果というとちょっと難しいのですけれども、その点については国、開発建設部

のほうにも実際の状況、フェリーの会社からも要望がありますし、うちのほうも港湾管理

者としてどうにかならないのかということで要望を今上げさせていただいております。国

の開発のほうの築港課のほうとしては、今のそういう、実際計画では大丈夫だと思ってい

たのですけれども、移動してみればこういう実態だということを把握しまして、今年度防

衝板という船が着くときに岸壁に乗り上げないようにするというものを年度予算を流用し

まして４基のものを５基にふやして、高さを上げるというようなことで今とりあえず対応

して、また静穏度を上げるにはどうしたらいいかということで今また検討をし直していた

だいているという状況で、その内容についてはまだこちらのほうに流れてきていませんの

で、国のほうで検討していただいているというふうな状況でございます。 

〇磯野委員長 ４番、寺沢委員。 

〇寺沢委員 私は、静穏度対策としてさまざまやられてきた事業の効果が十分上げられな

かったというような評価になるのではないのかなというふうに率直に言って思いますが、

その点はいかがですか。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時２４分 

再開 午後 １時２４分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 舟橋町長。 

〇舟橋町長 静穏度対策については、本当に今の羽幌港についての最大の懸案事項で、ず

っと静穏度をよくするためのいろんな策を練りながら港湾事業にかかわってきたところで

あります。寺沢委員おっしゃるとおり、結果的に中央埠頭ができ上がってから静穏度の点

でもまた大きな問題点が見つかって、今の現状にあります。現状ということで、我々とし

てもすぐ直していただきたいということで今進めているのは三上職員が言ったとおりでご

ざいます。ただ、結果としてなかなか我々技術者抱えていないということもあり、そして

開発のほうの技術者の考え方をどうしても受けざるを得ないというような状況になってき

たのが現実でもあります。そういった意味では、まだ静穏度に対する岸壁の工事は残って

いるというふうに思いますし、内港のほうの静穏度についてもよりよくしていかなければ

というような、港湾事業としては一応の中央埠頭の形は整いましたけれども、まだ港湾事

業としては残っております。そんなことも含めながら、やはり技術的な、そして静穏度、

どうしても北西の風というのが必ずネックになって今の港湾の中では静穏度を悪くしてい

るということもあります。そういったことも踏まえながら開発局のほうと、我々が数値で

出されるものについて本当にこれでクリアできるのかというような、言えるというよりも

そういう技術的な知識は持っていないものですから、どうしても数字で動いてしまうとい
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うところがあります。そんなことも踏まえながら、現実にでき上がったものへの開発なり

の対応というものも頭に描きながらこれからの静穏度解消ということに取り組んでいきた

いというふうに思っています。 

〇磯野委員長 ４番、寺沢委員。 

〇寺沢委員 町長の今の答弁の中にはこれまでの経緯というか、そんなのも含まれていた

かと思うのですが、私も議会の常任委員会等で中央埠頭あるいはその周囲の静穏度対策の

工事については議論に参加してきました。町長触れられていたとおり、静穏度というのは

町のほうでこうなりますと出したものではなくて、開発局のほうからこのように港湾をつ

くれば静穏度がこれぐらいで大丈夫ですよという、そういうお話というか、データが示さ

れた上で工事を進めてきたのではないのかなというふうに私は認識しているのですけれど

も、その辺はそれで間違いありませんか。 

〇磯野委員長 舟橋町長。 

〇舟橋町長 間違いありません。 

〇磯野委員長 ４番、寺沢委員。 

〇寺沢委員 今の開発局との議論がどのようになっているか、もうちょっと私詳しく知り

たいなと思うのですが、いわば静穏度についての昨年度見てきた十分効果が上げられてい

ないという責任の大きな部分というのは、私は開発局、いわゆる国側にもあるのではない

かなというふうにこれまでの経過を振り返って思うのです。ですから、黙っていれば国の

直轄でさらに静穏度対策をするとしても多額の町費、税金というものを町からも投入しな

ければいけないわけでして、その辺国の負担なんかもこういったことについては十分負っ

ていただいて、そして早急に対策を進めてもらうということを私は強く国に対して、開発

に対して訴えてやるべきではないのかなと思うのですが、そのようなお話というのはされ

ておりますか。 

〇磯野委員長 舟橋町長。 

〇舟橋町長 寺沢委員おっしゃるとおりです。静穏度については、やはりでき上がったも

のについて、また漁業者なりフェリーの方々なりのいろんな状況を見ながら、これでいい

のか、これでいいのかというような繰り返しでずっときております。その都度いろんなこ

とを考えながら、今回も先ほど申し上げましたとおりいろんな手だてをしているというこ

とであります。直轄工事ということで、我々が余り技術的に物を申せないというか、そう

いう知識も持ち合わせないということの中で頼らざるを得ないというのが状況であります。

しかしながら、でき上がったものが使用者側からするといろんな意味でこの程度の風、こ

の程度の波ということにもなりますので、そういった意味ではそのことについてある責任

の所在というか、どちらがどう考えてどうやっていくのかということ、また押しつけ工事

みたいな上乗せ工事みたいなことにならないように、やはり北海道開発局なり留萌開発建

設部なりと詰めた話もしていかなければならないなと思っています。過去今までの流れの

中では、どうしてもでき上がったものについて、そしてその使用のときに静穏度の状況と
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いうものがわかってくるというようなこともありますので、言ってみればすぐ大きな手直

し工事というようなことにはならないというのが国の仕事の現実です。でき上がったもの

については一度そこで終わりという一つのけじめがつけられて、それをまた直すというよ

うなことになると、港湾は特に継続的にまだまだいろんなところの工事が続きますので、

そういった意味では進めていっている中でまたもとに戻ってそこを直すというようなこと

がなかなか難しい仕事の流れだと、新規工事なのか、継続工事なのかというところで予算

づけの関係もいろいろありますし、そんなところでよくお話しされております。ただ、実

質今委員がおっしゃるとおり、我々が望むとおりのものになっていないというその結果を

踏まえながら、局のほうと詰めた話も必要だというふうに思いますし、財源の出どころだ

とか、いろんなことも含めながら話していかなければならない、我々の態度を明確にして

いかなければならないのかなというふうに思います。 

〇磯野委員長 ４番、寺沢委員。 

〇寺沢委員 これまで投入された金額、それからその結果を見る限りにおいては、これは

私は大問題だというふうに思っています。しっかりと町長今答弁いただいたとおり対応を

していただきたいというふうに思います。 

 以上、答弁は要りません。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 ３款民生費、子ども々子育て支援事業計画策定について伺います。 

 当初聞いた範囲では、２５年度は子育て世代の家庭にアンケート調査して、２６年度に

策定のための準備の計画のためのものの予算だと思いましたけれども、２５年度、もう一

度どのようにその計画が進んでいるのか、その辺教えていただきたいと思います。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時３２分 

再開 午後 １時３２分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 門間福祉係長。 

〇門間福祉課社会福祉係長 お答えします。 

 計画なのですけれども、本年度策定する子ども々子育て支援事業計画の策定の前段階に

当たるニーズ調査の経費ということで今回２５年度決算としております。内訳としまして

は、郵便料で７万３〃０００円と委託料で１３１万となっております。就学前児童と小学

生世帯にそれぞれ郵送にて配付しておりまして、就学前児童の世帯に関しましては２４１

票、それから小学生世帯には２５６票を郵送で配付しております。回収なのですけれども、

就学前に関しては１２８回答がありました。それと、小学生に関しては１３７票回収あり

ます。それと、回収率はいずれも約５３％ということで、この調査をもとにしまして今年
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度策定、計画を進めていくところです。内容につきましては、保護者の就労状況や定期的

な教育、保育の利用状況、それから子育て支援事業の利用状況などの項目があります。結

果の詳細につきましては、今年度策定する計画の中で明らかにされるところです。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 ちょうど昨年９月の一般質問の中で、私が児童館の設置についての質問をし

ました。その際に、２８年度に国が出す計画に基づいてやっていくのだということで、今

お答えいただいたとおりの計画で準備していきますということで話がありました。その中

で自分が、国が各市町村に子ども々子育て支援事業計画を立てなさいと、そのときにそれ

ぞれ自治体に検討委員会に似たようなもの、それを設置しなければいけないのですけれど

も、どうですかという質問の中で、羽幌には就学前子育て支援審議会があるので、これは

公の審議会ということになりましたよね、その中でも検討していくという話で、回答の中

にも、９月の時点でですね、現状では何カ月間が休んでいる状態ではあるけれども、また

すぐに開催に向けていくと考えているという話がありました。国の形、政策とかもいろい

ろ変化があって、いろんな情報がたくさん入っている中で、この支援審議会、昨年からど

の程度の頻度で行われて、どのような内容で話されているのかというのを教えていただき

たいです。 

〇磯野委員長 熊木福祉課長。 

〇熊木福祉課長 審議会の開催の状況ということでお答えをさせていただきますが、それ

以降については現在のところまだ開催をしておりません。２５年度の事業内容を受けまし

て、２６年度において計画を作成する予定で今進めております。今後その計画の策定内容

に応じまして、必要に応じて審議会のほうとも十分協議していきたいなというようなこと

で考えております。 

 以上です。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 １年前にはすぐにでも開催して、いろんなことを検討しなければいけないと

いう答弁だったのですけれども、今でいうとこれから後に、下手したら来年度以降になる

のかなというふうに思うのですけれども、審議会、保育園の問題とか、そういう中でもか

なりの頻度で行われていた。形はちょっと名称は違いますけれども、その中でいろんな議

論があった中で保育園の民営化とか、あと認定こども園の話ですとか、いろんな話があっ

て頻度がかなりあったと思うのですけれども、去年から本当にぱったり、終わってはいな

いと思うのですけれども、審議がとまっている状況なのかなと思います。せっかく設置さ

れた審議会ですので、意見交換でも国からの情報、道からの情報でもいいのですけれども、

その中でいろんな話が出て、それが生かせるような、行政のほうでつくったものをはい、

どうですかというだけの会にしないで、いろんな検討ができる審議会だと思いますので、

ぜひ早急に再開してやっていただきたいなというふうに思いますけれども、いかがでしょ

うか。 
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〇磯野委員長 熊木福祉課長。 

〇熊木福祉課長 お答えいたします。 

 委員おっしゃいますように、情報の共有化というのは非常に大切だと私どもも思ってお

ります。そういうことから、昨年の部分については一つの節目を迎えたというようなこと

から、今後その計画の内容の策定に向けてどういう形で進めたらいいのかというような意

見も拝聴するために、その審議会のほうについては開催していきたいというようなことで

考えていきたいと思います。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 先ほどもちょっと触れましたけれども、羽幌町立の保育園についてもその審

議会でもかなり話がされたと思います。２５年度に関しては、予算もきちんととって新入

園児の募集もかけるということで話があったのですけれども、それ以後委員会でも２５年

度中にその後どうするかということも触れられないまま、町が民営化したいということで

終わっている気がするのですけれども、その後認定こども園も４月からオープンしました

し、状況もいろんなことが変わってきたと思うのですけれども、その中で町の方向性とい

うか、来年度に向けてもあるとは思うのですけれども、どのような検討がされて、きっと

また新入園児の募集も今度始まるとは思うのですけれども、その辺はどういうふうに町営

の保育園については考えて動いているのか教えていただきたいです。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４０分 

再開 午後 １時４０分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 熊木福祉課長。 

〇熊木福祉課長 お答えいたします。 

 ２５年においての委員会のあり方と、それから２６年以降の審議会のあり方について、

まずちょっと内容が異なっているというようなことでご理解いただきたいと思います。２

５年度までについては、一応施設等についての整備ができたと、２６年度以降については

２７年からの子育てに関する計画を策定するための機関というような位置づけで国、道等

のほうからの通知に基づきまして運営されている状況にあるということをご理解いただき

たいと思います。 

 それから、保育所の運営につきましては、当面継続した運営ということで現在臨んでお

りますし、その状況については現段階においては変わっていないというようなことで申し

上げさせていただきます。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 自分の認識としては、かなり前からある。その前は就学前児童施設検討委員
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会ですかね、ですので物は一緒なのです。国が計画を立てなさいと言ったからこうしたわ

けではなくて、もうそれが終わったということではなくて、常時羽幌町にある。就学前、

自分としては小学生も中学生も、児童々生徒を含めた施設に関して効果的に使うために話

していただく会であってほしいなというふうには思うのですけれども、認定こども園のこ

とが終わったから、もう役割が終わって、違う計画のための委員会だということではなく

て、常時羽幌町にとって、子供たちにとっていい施設のあり方というのを皆さんで考えて

いただくための会だと自分は認識しています。計画のための審議会というくくりを超えて

幅広く検討いただきたいなというふうに思っていますけれども、その辺で早急に、もう１

年以上もたっているわけですから、もう一回集まって、今の状況を説明するだけでも必要

なことなのではないかなというふうに考えていますので、その辺はいかがでしょうか。 

〇磯野委員長 熊木福祉課長。 

〇熊木福祉課長 お答えいたします。 

 この協議会につきましては、委員おっしゃった部分も確かにあるだろうと思いますし、

私どものほうについても就学前の児童のあり方については十分重く受けて各施設運営して

いるところもあります。今後につきましては、現在の状況等を情報提供するなども含めま

して、その計画に基づく内容等も協議する、あるいは今後どういう形で進めていくかとい

うような部分も当然かかわってくるのかなと思います。そういうことから、時期を見て開

催するような形で考えていきたいなと思います。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 観光振興事業の中の２５年度行われたビジット々ジャパン地方連携事業につ

いてお伺いします。当初予算のときには外国人の観光客を誘致するためにバードウオッチ

ングとかを行って、国と町で２分の１の補助で行う事業と聞いています。これがどういう

ふうに行われて、その後どのような効果があったか、その辺をお聞かせいただきたいと思

います。 

〇磯野委員長 江良産業課長。 

〇江良産業課長 当初は、このビジット々ジャパンの事業につきましては国の補助を採用

し、事業化をするということで要望し、内諾もいただいていたのですが、実は天売島、焼

尻島等のバードウオッチングがベースなものですから、その時期に海外の旅行の団体のツ

アーですとか、そういう仕切る方々を誘致するに当たって、国の事業のベースで走ってい

きますとどうしてもその時期が６月あるいは７月の上旬までに間に合わないと、補助の申

請をし、採択を受けて事業化するためにはなるべく早く事業を進めなければならなかった

のですけれども、国の事業に乗っかるとその時期までに間に合わないということもありま

して、やむなくその関係については断念をいたしたところであります。とはいえ、町とし

ても両島のバードウオッチングに関する海外の旅行客の誘致等々については当然関心を持

たなければならないことですし、そういう意味で町のもともと国の事業に合わせて予算づ

けをしていた部分を町単独でその部分を事業化をし、実際オーストラリアの旅行の企画会
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社、ＪＴＢの現地の方と、それともう一人、旅行雑誌の方を誘致をし、天売島において現

地調査をし、その結果、雑誌名ちょっと忘れましたけれども、その雑誌に掲載をされ、一

定程度効果があったものというふうに判断をしておりますし、現地のほうのＪＴＢの代理

店のほうからは、今後そういうツアー客の誘致等々を含めて企画をしているというような

ことも伺っております。 

 以上です 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 今の答弁によると、国の補助はなく、町の一般財源というか、町単費での事

業になったということで認識しました。なかなか効果が、特に観光に関しては事業を展開

してすぐに効果があるものではないとは思いますけれども、今後島の観光を外国にどんど

ん発信していくのか、今日のニュースとかでも円安で海外の旅行客がたくさん来ると、そ

うなった段階で旅行会社一本でお願いするということではなくて、観光協会も含めて、ど

ういうふうに外国の方を羽幌まで、そして島まで連れていくかということを継続的にやる

べきか否か、しっかりと検討して続けていっていただきたいなというふうに思いますけれ

ども、２５年度はこういうことで、２６年、今後外国人に対して何か考えていることとい

うか、パンフレットもホームページも日本語でしかない中で、どう外国の方を誘致して滞

在してもらってというのを考えているのか、その辺はどうでしょうか。 

〇磯野委員長 江良産業課長。 

〇江良産業課長 その事業、外国人の関係で言いますと、実は昨年も北大の留学生、中国

人の方ですとか韓国の方だとかが羽幌町を訪れて観光地を見て、現状のいろんな打ち合わ

せ、協議等々を行っているところであります。その中で話があるのは、観光地として受け

入れる態勢そのものがなかなか整っていないのではないかということもありまして、１つ

は町内の中でワイファイが使えないというのは外国人客にとっては非常に不便だというこ

ともあります。その関係につきましては、羽幌のフェリーターミナル、天売、焼尻のフェ

リーターミナルともども、局部的ではありますけれども、ワイファイの無料化で接続でき

るような環境を整えておりますし、今年度は焼尻島のオンコ林とか、いろんな観光地の部

分の案内標識板ですけれども、これについてもなるべく英語表記も含めましてわかりやす

いような環境を整えたいということで、そういう環境整備を行っているところであります。

最終的には、そういう環境を整えるのが最優先かなということをベースに、今後そういう

代理店等々の外国人客の誘致について検討していきたいというふうに考えております。 

〇磯野委員長 ３番、小寺君。 

〇小寺委員 財産に関する調書の中で有価証券について４〃１４８万、この株券に関して

内訳、どういう企業の株券を持っているのか、その目的というのがわかれば教えていただ

きたいのですが。 

〇磯野委員長 答弁調整のため暫時休憩します。 
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休憩 午後 １時５４分 

再開 午後 ２時０５分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 三浦財務課長。 

〇三浦財務課長 有価証券の内訳ということで説明いたします。 

 ４〃１４８万円の内訳といたしましては、北海道曹達株式会社が１２万円、それから株

式会社北海道畜産公社１３６万円、株式会社ほくほくフィナンシャルグループ２〃０００

万円、株式会社ハートタウンはぼろ２〃０００万円となっております。 

〇磯野委員長 ３番、小寺君。 

〇小寺委員 大口でいうとほくほくフィナンシャルグループで２〃０００万、ハートタウ

ンで２〃０００万ということで、４件有価証券を所有しているということで、なぜ聞いた

かというと、昨日の一般質問の中でもあったのですけれども、ハートタウンはぼろ２〃０

００万円出資していますよね、ただ答弁の中で今は運転資金で５００万円しかないと。２〃

０００万円融資して、５００万円しか残っていない会社の株を持っているわけです。額面

では２〃０００万円ですけれども、売り買いがないので増減はないと思いますけれども、

２〃０００万出資しているわけで、その会社への対応というか、しっかりしなければ、こ

の２〃０００万というものがなくなってしまうのか、それとももし売買が成立するのであ

れば何分の１とかになってしまうのか、その辺２〃０００万持っているハートタウンの現

状、その辺が昨日の回答でいうとかなり不安定な状況にあるのではないかなというふうに

思っています。現段階でも情報が何もない中で、ハートタウンはぼろは今現状どうなって

いるのか、町で出資した２〃０００万は回収できるのか、できないのか。去年とかのいろ

いろな議論の中で、自分も２〃０００万もし回収できるのであれば回収する方法もあるの

ではないかという話もしたような気がします。その辺ハートタウンはぼろの現状を把握し

ているとは思いますけれども、２〃０００万出資した側としてどのように把握しているの

か。 

〇磯野委員長 江良産業課長。 

〇江良産業課長 ハートタウンはぼろの現状につきましては、今までは事務所もハートタ

ウンはぼろ、商業ビルの中にありましたけれども、現在は退去されていて、あの事務所は

使っておりません。会社自体の現状を申し上げますと、現在再生会議という会議を立ち上

げて、これからハートタウンはぼろ自体の株式会社の今後の経営方針ですとか課題ですと

かという、事業計画も含めて今検討しているというふうに伺っております。それが目安が

ついた段階で臨時の株主総会等々を開催するというふうな話ですので、それを注視してい

るという状況であります。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 当初のハートタウン側の話によると、羽幌町が施設を買い取ったらすぐに役
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員を改選して、今いる役員はあくまでも暫定的な役員であると、暫定的な役員は今３名し

かいないはずなのです。その３名で暫定的といっている中で、誰が入って検討しているの

か、それによって今後どうしていくのか。羽幌町も支援計画案の中でまちづくりの会社に

特化して動いてもらうと、そのために２〃０００万出資してハートタウンという建物を建

て、まちづくりのための会社だと思って２〃０００万出資しているわけですよね。今後事

業の内容を含めてこの２〃０００万がどう使われていくのか、使っていったのか、もし当

初出資したときの目的と反しているのであれば、それを回収できるようにするべきだと自

分は思いますけれども、その辺株主として町がこれからやるべきことはたくさんあると思

いますけれども、その辺はいかがお考えでしょうか。 

〇磯野委員長 江良産業課長。 

〇江良産業課長 今回会社側と話をしたところ、今言ったように再生会議である程度事業

計画、あるいは役員改選も含めて検討したいということであります。それで、状況が明ら

かになった段階で当然臨時の株主総会等々をいろいろ開催をして、役員改選等々へ向かっ

ていくのだろうと思いますので、そういう中で会社としての事業化が進んでいくのだろう

というふうに判断をしております。 

 以上です。 

〇磯野委員長 ３番、小寺委員。 

〇小寺委員 きっと１０年ぐらい前に出資してやったわけですけれども、この２〃０００

万円の価値というのはやっぱり大きいと思うのです。２〃０００万を出したから、それで

終わりではなくて、自分は２〃０００万は町民のみんなのお金だと思っているのです。こ

の１０年ぐらいの間こうなってしまった過程には、株主の町の責任があるのではないかと、

もっと町ができること、言うべきことがあったのではないかな、なのでこういう買い取り

までする必要に迫られてこうなってしまったのではないかなというふうに思うのですけれ

ども、２〃０００万の扱いについて今後もし会社が立ち行かなくなった場合は２〃０００

万がゼロになる可能性もありますよね。その際、そこはやっぱり株主としてしっかり意見

を言ったという事実が必要なのではないかなというふうに思います。今でも株主、２〃０

００万、全体の３分の１を持っているわけですから、どんどん会社に株主として伝えるべ

きこと、株主総会を待ってどうする、こうするではなくて、検討委員会がどういう形なの

かは全くわかりませんけれども、株主として意見を言っていくと、こうなるべき。２〃０

００万は投資した分はしっかり回収できるぐらいの意気込みで挑んでいただきたいという

か、会社と折衝していただきたいのですけれども、その辺は今後株主としての立場で意見

を言っていくということに関してはどうでしょうか。 

〇磯野委員長 江良産業課長。 

〇江良産業課長 確かに株主でもありますし、第三セクターという会社の位置づけもあり

ますから、そういう意味では公益的な部分で会社というものは存続し、活動していくのだ

ろうというふうにして考えておりますので、町としてその会社の経営方針、方向性、その
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他含めて関与していきたいというふうに考えておりますし、当然建物を町有化したという

ことがありますから、そういう意味では中心市街地の部分と、それと今のハートタウンは

ぼろ株式会社の今後の活動計画、方向性も含めてトータル的に考えていきたいというふう

に考えています。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 ２時１４分 

再開 午後 ２時１４分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第１号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定については原

案のとおり認定されました。 

 認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第２号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定については原案のとおり認定されました。 

 認定第３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、
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これから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第３号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定については原案のとおり認定されました。 

 認定第４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第４号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定

については原案のとおり認定されました。 

 認定第５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、これ

から質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第５号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 
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 したがって、認定第５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついては原案のとおり認定されました。 

 認定第６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第６号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

については原案のとおり認定されました。 

 認定第７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、こ

れから質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第７号について採決します。 

 本案は、原案のとおり認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定

については原案のとおり認定されました。 

 認定第８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、これか

ら質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 これで討論を終わります。 

 これから認定第８号について採決します。 
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 本案は、原案のとおり可決及び認定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定につ

いては原案のとおり可決及び認定されました。 

 以上で各会計決算認定については、それぞれ可決及び認定することに決定しました。再

開する本会議において報告することにいたします。 

 

    ◎委員長挨拶 

〇磯野委員長 それでは、委員長退任に当たりまして、一言お礼を申し上げます。 

 委員各位におかれましては、終始ご熱心に審査を賜り、まことにありがとうございまし

た。また、理事者各位におかれましても、本日の資料の作成並びに審査の円滑な運営にご

協力いただきましたことを厚くお礼申し上げます。皆様方のご理解とご協力により、決算

特別委員会の議案審議を滞りなく終了することができました。心よりお礼を申し上げまし

て、退任の挨拶とさせていただきます。 

 長時間にわたりご審議をいただき、ありがとうございました。 

（閉会 午後 ２時１９分） 

 

 


